
Ⅱ
オンブズパーソンの相談活動

2007年次の相談状況（159案件、延べ602件）
相談内容
各学齢の子どもの相談の特徴
オンブズパーソンに寄せられる相談とは ｰ相談事例紹介ｰ
人と人とをつなぐ「調整活動」
コラム ｰ出会った子どもたちｰ



人の子どもについての初回から終結までの相談を 案件とする。*1 1 1
たとえば 案件で 回の相談を受けた場合は延べ 件と数える。*2 1 3 3
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Ⅱ オンブズパーソンの相談活動

2007年次の相談状況(159案件、延べ602件)

年次に受け付けた案件数 は 案件で、延べ件数 は 件でした。案件数は前2007 159 602*1 *2

年次の 案件から約 の減少でしたが、案件数の増減にかかわらず、延べ件数はほ179 11%

ぼ前年並でした（前年次は 件 。なお、この件数の中には、相談者に他機関等を紹介603 ）

したもの、あるいは必要な情報を提供して終了した案件、また相談者の意向を踏まえて、

学校・教育委員会、保育所・福祉事務所等、関係する機関に働きかけて調整活動を実施し

た案件も含まれています。

月別月別月別月別のののの相談件数相談件数相談件数相談件数 －－－－相談件数相談件数相談件数相談件数ののののピークピークピークピークはははは10101010・・・・11111111月月月月－－－－
、 、 、 。本年次 全体では 月をピークに 例年並の数の相談が寄せられました10 11 (図Ⅱ-1)

前年次同様本年次も、新規受付の案件数に比べ、相談の延べ件数が多く、一つの案件につ

き、数回の相談を重ねる傾向がみられました。案件数は、啓発カード配布後の 月に最も5

多く、新年度始まりの 月と夏休みの 月は少なくなっており、延べ件数は、前半に少な4 8

く後半に多くなっています。特に 月は相談案件、延べ件数ともに少なくなっています。8

図図図図ⅡⅡⅡⅡ----1111　　　　月別相談受付件数月別相談受付件数月別相談受付件数月別相談受付件数（（（（2007200720072007年次年次年次年次とととと2006200620062006年次年次年次年次））））
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2007年次　年間合計：159案件、延べ件数602件
2006年次　年間合計：179案件、延べ件数603件

(注) グラフ内の数字は2007年次の受付案件数および延べ件数である。



「教職員等」には、保育士などを含む。*3

図や表の数字は小数点第 位を四捨五入しているため、合計が にならない場合がある。*4 2 100%
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相談者相談者相談者相談者のののの内訳内訳内訳内訳 －－－－子子子子どもからのどもからのどもからのどもからの相談相談相談相談がががが約約約約4444割割割割－－－－
本年次の相談の延べ 件の相談者の内訳は、子どもが 件( ％)、親や祖父母な602 246 40.9

、 。ど保護者が 件( ％) 教職員等 その他のおとなが 件( ％)でした304 50.5 52 8.6*3 *4(表Ⅱ-1)

子どもからの相談の割合は、年々増えており、前年次から引き続き本年次も 割を超え4

ました。教職員等その他のおとなからの相談は、微増しました 。(図Ⅱ-2)

子どもからの相談件数の比率は、多い方から高校生・中卒後の子ども( )、中学生15.3%

(図Ⅱ-3)。( ％)、小学生高学年( ％)、小学生低学年( ％)という順でした11.1 7.1 6.8

年次 子ども 保護者 教職員等 合計

134 382 134 650

20.6% 58.8% 20.6% 100.0%

180 369 104 653

27.6% 56.5% 15.9% 100.0%

135 311 79 525

25.7% 59.2% 15.0% 100.0%

173 263 68 504

34.3% 52.2% 13.5% 100.0%

225 289 74 588

38.3% 49.1% 12.6% 100.0%

246 311 46 603

40.8% 51.6% 7.6% 100.0%

246 304 52 602

40.9% 50.5% 8.6% 100.0%

2005

2006

2007

表表表表ⅡⅡⅡⅡ----1111
　　　　各年次各年次各年次各年次のののの相談件数相談件数相談件数相談件数とそのとそのとそのとその内訳内訳内訳内訳

2001

2002

2003

2004

図図図図ⅡⅡⅡⅡ---- 2222 　　　　各年次各年次各年次各年次ごとのごとのごとのごとの相談者割合相談者割合相談者割合相談者割合
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図図図図ⅡⅡⅡⅡ----3333　　　　相談者相談者相談者相談者のののの内訳内訳内訳内訳（（（（2007200720072007年次年次年次年次））））
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相談受付相談受付相談受付相談受付のののの方法方法方法方法とととと場所場所場所場所 －－－－子子子子どもはどもはどもはどもは「「「「子子子子どもどもどもどもオンブズオンブズオンブズオンブズくらぶくらぶくらぶくらぶ」」」」でででで来所相談来所相談来所相談来所相談－－－－
初回相談受付の方法は電話が多く、約 分の （ ）を占めています 。その4 3 77.4% (表Ⅱ-2)

後の継続相談は、相談者の希望により電話の場合と、直接出会って相談する面談の場合が

あります。オンブズパーソン事務局や「子どもオンブズくらぶ （パルティ川西 階・川」 4

西能勢口駅前）で面談することもあれば、オンブズパーソンが出張(家庭訪問や学校その

他の公共施設などへ)することもあります。相談受付の方法は、子どもは来所が多く、お

となは電話が多いという傾向があります 子どもの来所相談の場所としては 子(図Ⅱ-4)。 、「

どもオンブズくらぶ」を利用することが多くなっています。これは、オンブズパーソンが

子どもと出会うことを大切にしており、子どもにとって「子どもオンブズくらぶ」がリラ

ックスできる場であるためと考えられます。

図図図図ⅡⅡⅡⅡ----4444　　　　相談受付相談受付相談受付相談受付のののの方法方法方法方法（（（（2007200720072007年次年次年次年次））））

74 .7%74 .7%74 .7%74 .7%

28 .9%28 .9%28 .9%28 .9% 68 .3%68 .3%68 .3%68 .3%

23 .3%23 .3%23 .3%23 .3%

0 .6%0 .6%0 .6%0 .6%

0 .0%0 .0%0 .0%0 .0%

2 .8%2 .8%2 .8%2 .8%

1 .4%1 .4%1 .4%1 .4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

おとな　
356件　

子ども　
246件　

電話 来所（事務局・オンブズくらぶ）
訪問（自宅訪問・学校訪問・その他訪問） 手紙・ファクス等

 

相談の形態 案件数 %

電話 123 77.4%

来所 （事務局・オンブズくらぶ） 31 19.5%

訪問 (自宅・学校・その他) 1 0.6%

手紙・ファクス等 4 2.5%

計 159 100.0%

表表表表ⅡⅡⅡⅡ----2222　　　　初回相談受付初回相談受付初回相談受付初回相談受付のののの方法方法方法方法とととと場所場所場所場所((((2007200720072007年次年次年次年次))))
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相談相談相談相談のののの所要時間所要時間所要時間所要時間とととと時間帯時間帯時間帯時間帯 －－－－子子子子どものどものどものどもの面談面談面談面談のののの約約約約3333割割割割はははは90909090分以上分以上分以上分以上－－－－
子どもからの相談の所要時間については、面談の約 割は 分を超えて行なわれてい9 30

。 、 、 。 、ます そして 分以上は約 割を占め 時間以上は約 割あります これは90 3 2 1 (図Ⅱ-5)

遊びをとおしてコミュニケーションをはかるなど、子どもとの関係づくりに時間をかけて

相談をすすめ、問題となっている事柄をオンブズパーソンと一緒に整理し、打開・解決に

向けた選択肢を考えるなどして丁寧に話を聴いているためです。

、 、 、相談受付の時間帯は おとなは 時までが 割以上 子どもは 時以降が 割以上で15 6 15 6

それぞれの生活時間と対応しています。おとなは午前中に電話で、子どもは学校から帰っ

てから相談をするという特徴があります 。(図Ⅱ-6)

図図図図ⅡⅡⅡⅡ----5555　　　　相談相談相談相談のののの所要時間所要時間所要時間所要時間（（（（2007200720072007年次年次年次年次））））

65 .0%65 .0%65 .0%65 .0%
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(注)手紙・ファクス等は、省略。

図図図図ⅡⅡⅡⅡ----6666　　　　相談受付相談受付相談受付相談受付のののの時間帯時間帯時間帯時間帯（（（（2007200720072007年年年年））））
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相談内容

相談内容の分類は、 項目です。初回の相談で相談者が主として訴えている内容は、22

どのようなものが多いのかについてまとめました 。ただし、ここで扱っている数(表Ⅱ-3)

字は、初回の相談内容を示す案件数であるため、継続相談における相談内容において、必

ずしも同じ内容の相談が続けられたとは限りません。つまり、同一の相談者と継続して相

談を重ねていくうちに、その重点が変わっていく場合もありますが、ここにはその状況は

反映されていません。相談者によっては相談の内容は複合的であり、また、 案件で複数1

の相談者がいる場合は、相談者によって訴える内容が異なることもあります 。(図Ⅱ-7)

子子子子どもからのどもからのどもからのどもからの相談相談相談相談
①「いじめ」(21.6％)、②「交友関係の悩み」(18.9％)、③「家案件数の多い順から、

でした。族関係の悩み」(13.5％)、④「進路問題」(10.8％)、⑤「心身の悩み」(8.1％)

例年同様 「いじめ」と「交友関係の悩み」が多く、子ども本人の人間関係にかかわる、

悩みが寄せられます。この両者の違いは主観によるもので、ここでは子ども本人の意見ど

。 、 「 」 。おりに分類しています 本年次は 前年次と比べ 進路問題 が増えているのが特徴です

ここでいう「進路問題」とは、進学に関する内容に限りません。自分の将来について悩ん

、 、 。でいる気持ちを受けとめ 一緒に考え 子どもが新しい方向を探す作業を手伝っています

また本年次は、主訴としての「不登校」が半減しています。これは、従来の学校へは必ず

行くものだという意識が薄れつつあり、学校へ行かない（行けない）ことそのものの悩み

以上に、相談の重点が自分の将来に関する悩みなどに移ってきている傾向があるからだと

思われます。実際、たとえ相談を寄せる子ども自身が不登校であっても、相談では「いじ

め 「進路問題 「心身の悩み」などとして語られるケースがあります。」、 」、

おとなからのおとなからのおとなからのおとなからの相談相談相談相談
①「子育ての悩み」(23.0％)、②「交友関係の悩み 「教職員案件数の多い順から、 」、

等のその他指導上の問題」(9.8％)、④「学校・保育所の対応の問題」(7.4％)、⑤「家族

でした。関係の悩み」(6.6％)

例年同様「子育ての悩み」と「交友関係の悩み」が多く 「子育ての悩み」の割合はさ、

らに増加しています。一方 「いじめ 「不登校」は減少しています。この中で、本年次、 」、

は 「教職員等のその他指導上の問題」と「学校・保育所の対応の問題」が増加している、

のが特徴です。学校の先生と話し合いたいけれど、どのように伝えたらいいのかという相

談も多く、課題整理を手伝い一緒に考えました。主訴としての「不登校」が減っているの

は、おとなの場合においても、不登校そのものよりも、子どもの傷つきなど、その背景に

目が向けられるようになっている傾向があるのではないかと思われます。
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表表表表ⅡⅡⅡⅡ----3333 相談案件相談案件相談案件相談案件におけるにおけるにおけるにおける主訴主訴主訴主訴のののの比率比率比率比率（（（（2007200720072007年次年次年次年次とととと2006200620062006年次年次年次年次））））

図図図図ⅡⅡⅡⅡ----7777 相談内容相談内容相談内容相談内容のののの状況状況状況状況（（（（2007200720072007年次年次年次年次））））

（注）相談者の「主たる訴え」に該当する一つをチェックし、その他にも具体的な訴えの事項が認められる場合
に、それを「副次的な訴え」としてさらに一つをチェックし、それらを合算してグラフにした。

主訴となった事項

【案件数】 案件37 案件48 案件122 案件131
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お と な の 相 談
（延 べ 356件 ）
子 ど も の 相 談
（延 べ 246件 ）
案 件 別 （159案 件 ）

子 ど も お と な
2007年 次 2006年 次 2007年 次 2006年 次
21 .6% ① 14.6% ② 6.9% ④21.6% ① 14.6% ② 6.9% ④21.6% ① 14.6% ② 6.9% ④21.6% ① 14.6% ② 6.9% ④い じ め 5.7%
18 .9% ② 31.3% ① 9.8% ② 14 .5% ②18.9% ② 31.3% ① 9.8% ② 14 .5% ②18.9% ② 31.3% ① 9.8% ② 14 .5% ②18.9% ② 31.3% ① 9.8% ② 14 .5% ②交 友 関 係 の 悩 み （ い じ め を 除 く ）

子 ど も 同 士 の 暴 力 （ い じ め を 除 く ） 0.0% 2 .1% 3 .3% 3 .1%
金 品 等 の 被 害 0.0% 0 .0% 0 .8% 0 .8%

6 .3% ⑤ 7.6% ③6.3% ⑤ 7.6% ③6.3% ⑤ 7.6% ③6.3% ⑤ 7.6% ③不 登 校 2.7% 4 .1%
進 路 問 題 0.0% 1 .6% 0 .8%10 .8% ④10.8% ④10.8% ④10.8% ④
心 身 の 悩 み 2.5% 0 .8%8 .1% ⑤ 8.3% ④8.1% ⑤ 8.3% ④8.1% ⑤ 8.3% ④8.1% ⑤ 8.3% ④
教 職 員 等 の 暴 力 5.4% 2 .1% 1 .6% 1 .5%
教 職 員 等 の 暴 言 や 威 嚇 0.0% 4 .2% 4 .1% 3 .8%
セ ク ハ ラ 0.0% 0 .0% 0 .0% 1 .5%
校 則 な ど 学 校 の ル ー ル 0.0% 2 .1% 0 .8% 2 .3%
「 学 級 崩 壊 」 0.0% 0 .0% 0 .0% 0 .8%
学 校 ・ 保 育 所 等 で の 事 故 0.0% 0 .0% 0 .8% 0 .0%

9 .8% ② 6.9% ④9.8% ② 6.9% ④9.8% ② 6.9% ④9.8% ② 6.9% ④教 職 員 等 の そ の 他 指 導 上 の 問 題 2.7% 4 .2%
学 校 ・ 保 育 所 等 の 対 応 の 問 題 0.0% 2 .1% 4 .6%7 .4% ④7.4% ④7.4% ④7.4% ④
行 政 機 関 の 対 応 の 問 題 0.0% 0 .0% 4 .9% 1 .5%

23 .0% ① 18 .3% ①23.0% ① 18 .3% ①23.0% ① 18 .3% ①23.0% ① 18 .3% ①子 育 て の 悩 み 0.0% 0 .0%
13 .5% ③ 12.5% ③ 6.6% ⑤ 6.9% ④13.5% ③ 12.5% ③ 6.6% ⑤ 6.9% ④13.5% ③ 12.5% ③ 6.6% ⑤ 6.9% ④13.5% ③ 12.5% ③ 6.6% ⑤ 6.9% ④家 族 関 係 の 悩 み

6.9% ④6.9% ④6.9% ④6.9% ④家 庭 内 虐 待 0.0% 4 .2% 4 .9%
子 ど も の 福 祉 的 処 遇 0.0% 0 .0% 0 .0% 0 .8%
行 政 施 策 等 0.0% 0 .0% 0 .0% 2 .3%
そ の 他 2.7% 4 .2% 8 .2% 6 .9%
不 明 13.5% 2 .1% 0 .0% 0 .8%

計 【 ％ 】 100% 100% 100% 100%
計

（注）2006年次は179案件、2007年次は159案件の内訳。○囲みの数字は年次ごと･ 相談者ごとの上位5番目まで
の順位を表したもの。ただし、「その他」「不明」は順位から除く。
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各学齢の子どもの相談の特徴

オンブズパーソンに寄せられる相談は、どの学齢の子どもについての相談が多いのかを

分析しました 多い方から順に、小学生低学年（ ％ 、中学生（ ％ 、高(図Ⅱ-8)。 31.2 23.1） ）

校生・中卒後の子ども（ ％ 、小学生高学年（ ％ 、就学前（ ％）でした。子22.9 15.4 6.8） ）

どもの学齢が低いうちはおとなからの相談が多いですが、子どもの学齢が高くなるにつれ

子ども自身からの相談が多くなっていきます。さらに詳しくみるため、各学齢別に、初回

相談時の主たる相談内容の多いものをあげました 「子育ての悩み」や「交友関(表Ⅱ-4)。

係の悩み」は学齢にかかわらず相談されていますが、子どもの学齢によって、下に示すよ

うに相談内容にはそれぞれ特徴があります。また、相談の中で問題となっている関係をみ

(表Ⅱ-5)。ると 「子どもと親・家族」や「子ども同士」の関係が多くあります、

就学前就学前就学前就学前のののの子子子子どもどもどもども
相談者としてはおとなが 割以上を占め、そのほとんどが母親からの相談です。相談内9

容としては「子育ての悩み」と「家族関係の悩み」が多く、子どもとの接し方や、発達な

どについて気になっていることなどが語られます。また、相談件数は少ないですが、就学

前の子ども本人からの相談もあります。

小学生小学生小学生小学生のののの子子子子どもどもどもども
、 、小学生低学年では親からの相談が多いですが 高学年になると子どもからの相談が増え

ほぼ同数になってきます。おとなからの相談では「子育ての悩み」が多く、子どもからの

相談では「いじめ」や「交友関係の悩み」といった子ども同士の関係の中で起こる問題の

相談が多い傾向にあります。

中学生中学生中学生中学生のののの子子子子どもどもどもども
他の学齢の子どもについての相談と比べ 「不登校」の相談が多いことが特徴です。ま、

ず親から 「子育ての悩み」として子どもをどう理解したらいいかという相談があり、そ、

の後、子どもとつながって個別に支援が展開される案件もありました。

高校生高校生高校生高校生・・・・中卒後中卒後中卒後中卒後のののの子子子子どもどもどもども
子ども本人からの相談が多く、相談内容も多岐に渡ります。初回の相談では 「交友関、

係の悩み」と 「心身の悩み」が多く話されます。おとなからの「子育ての悩み」の相談、

では、子どもの社会的自立がテーマとなっています。一方、この年代の子どもは継続相談

になることが多く、その中で「家族関係の悩み」や「進路問題 、教職員等との関係の悩」

みなどが、複合的に語られます。
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図図図図ⅡⅡⅡⅡ----8888　　　　対象対象対象対象となるとなるとなるとなる子子子子どものどものどものどもの学齢分布学齢分布学齢分布学齢分布（（（（2007200720072007年次年次年次年次））））
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明

おとなの相談
（延べ356件）

子どもの相談
（延べ246件）

案件別
（159案件）

18

　
就学前

（28案件）
小学生低学年

(45案件）
小学生高学年

（34案件）
中学生

（28案件）
高校生/中卒後

（21案件）

子育ての悩み 子育ての悩み いじめ
不登校
教職員等の暴力
子育ての悩み

交友関係の悩み
心身の悩み

(8案件・28.6%) (11案件・24.4%) (5案件・14.7%) (4案件・14.3%) (3案件・14.3%)

家族関係の悩み 交友関係の悩み

交友関係の悩み
教職員等のその他
　　　　　指導上の問
題
子育ての悩み

(6案件・21.4%) (9案件・20.0%) (3案件・8.8%)

学校・保育所等の
　　　　対応の問題

いじめ
教職員等の暴言や威嚇
教職員等のその他
　　　　　　指導上の問題
子育て/家族関係の悩み

(3案件・10.7%) (5案件・11.1%) (2案件・9.5%)

表表表表ⅡⅡⅡⅡ----4444　　　　子子子子どものどものどものどもの学齢別学齢別学齢別学齢別のののの初回相談時初回相談時初回相談時初回相談時のののの主主主主たるたるたるたる相談内容相談内容相談内容相談内容((((2007200720072007年次年次年次年次))))

第1位

第2位

第3位

関 係 性

子ども同士の関係 159 26.4% 89 22.1% 248 24.7%
子どもと学校・保育所・教職員等との関係 112 18.6% 77 19.2% 189 18.8%
子どもと親・家族の関係 224 37.2% 71 17.7% 295 29.4%
子どもと行政機関との関係 5 0.8% 3 0.7% 8 0.8%
子どもとその他のおとなとの関係 20 3.3% 7 1.7% 27 2.7%
親と学校・保育所・教職員等との関係 24 4.0% 75 18.7% 99 9.9%
親と行政機関との関係 3 0.5% 9 2.2% 12 1.2%
親同士の関係 21 3.5% 39 9.7% 60 6.0%
子どもをめぐる家族の関係 23 3.8% 17 4.2% 40 4.0%
子どもをめぐるその他おとな同士の関係 8 1.3% 14 3.5% 22 2.2%
不明 3 0.5% 1 0.2% 4 0.4%
合計 602 100.0% 402 100.0% 1004 100.0%

表表表表ⅡⅡⅡⅡ----5555　　　　問題問題問題問題となっているとなっているとなっているとなっている関係関係関係関係((((2007200720072007年次年次年次年次))))　　　　

主たる関係 副次的関係 合　　計
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オンブズパーソンに寄せられる相談とは ｰ相談事例紹介ｰ

オンブズパーソンには、具体的にどのような相談が寄せられているのでしょうか。

本年次寄せられた延べ 件の相談の中から、その様子を一部簡単に紹介します。602

相 談 概 要相談者 学齢等

子ども 小学生 仲良かった男の子と関係が悪くなってしまった。その子は、クラス

低学年 のみんなから仲間はずれにされている。私は、みんなで仲良くした

女児 いし、仲間はずれをなんとかしたいと思っている。相談員が話をじ

っくり聴いていくと 「他の子に自分の思いを伝えてみる」と言って、

終了した。

保護者 中学生 子どもは友だちとのトラブルの原因を、自分のせいにされたことに

女子 納得できず、学校に行きたがらない。子どもの気持ちもよくわかる

が、親としては学校に行ってほしい思いが強い。話をするうちに相

談者自身から「しばらく見守ります」という言葉があった。

保護者 小学生 担任は、テストの点だけをみて評価しているようだ。それにより、

低学年 子どもは自分なりの努力が認められず、いろんなことにやる気を失

女児 ってしまっている。話をしていく中で、結果を評価するのではなく、

。プロセスも認めてほしいという親の気持ちを担任に伝えることになった

子ども 中学生 （休み時間に学校の公衆電話から、泣きじゃくりながら電話をかけ

女子 てきた 「今学校にいる 「やばい」と。授業中にクラスの女子の。） 」、

ほとんどの子からひどくいじめられた。話を聞いているうちに落ち

、「 」 、 。着き 終わったらそっちいくわ と言い 放課後に事務局を訪れた

、 、 。 、保護者 小学生 月からずっと 同級生 人から 嫌がらせをされている 子どもは4 2
低学年 体調を崩し病院へ行き、通院を続けるもなかなかよくならない。昨

女児 日医者から「身体はよくなっている。学校でのストレスが原因では

ないか」と言われた。電話相談の後、来所相談につながった。

子ども 小学生 勉強が嫌いで、塾の宿題が難しくてできない。今日これから塾へ行

高学年 かなければならないが、まだできていない宿題がいっぱいある。い

女児 ま両親とも留守で、きょうだいもいないので、家にひとりでいて教

えてもらえず困っている。少し話をすると元気に「やってみるー」

と言った。
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子ども 高 校 生 理由はわからないが、仲良くしていた友だちから無視をされるよう

女子 になった。クラスはすでにグループができあがっているので、どこ

にも入れない。休み時間をひとりで過ごしているがそれがしんどい

と電話で語り、その後、複数回の面談を続けた。

市民 小学生 自分の子どものことではないが、子どもの同級生がいじめにあって

高学年 いる。そのことでその保護者が何度も学校に相談しているが、いじ

男児 めがなくならない。保護者は悩んでおり、転校も考えている。相談

者ができそうなことを一緒に考えた。

保護者 幼稚園 子どもはこだわりがとても強い。そのことでお友だちと度々トラブ

男児 ルになる。自分自身も育てづらさを感じており、長時間一緒にいる

とイライラしてしまうことがある。子どもをどう理解したらいいの

かわからない。電話相談の後、来所相談につながった。

子ども 中学生 仲の良かった友だちから「死ね 「キモイ 「学校に来んな」と言わ」 」

女子 れたり、無視をされたりする。先生に相談したが「自分で解決する

ように」と言われ、こわくて学校に行けない。じっくり話を聴いた

後 「また相談に来る」と言って帰っていった。、

子ども 小学生 【私は今自分が嫌いで自分がこわい。日が一日過ぎるごとに、死に

高学年 たい気持ちは増えるばかり…でも家族には言えない。助けてくださ

女児 い】という手紙が届いた。手紙で返事を出したところ、数日後に、

子ども本人が相談に訪れた。

保護者 小学生 担任の先生から、子どもがクラスの中で行動が遅いことを指摘され、

低学年 「指示が通りません。家でも指導してください」と言われた。これ

男児 までの子育てがいけなかったのか、と落ち込んだ。母親の不安に寄

り添いながら話を聴いた。その後も相談が継続された。

保育士 就学前 保育所に通う子どもの親から、子育てのことだけではなく母親自身

が抱えている困難な問題について相談を受けた。しかし、保育所に

おいてどのように親を支えていったらいいか悩んでいる。相談を受

けた担当オンブズパーソンから、支援していくための適切な社会資

源を紹介した。

教員 小学生 子どもをめぐる保護者同士のトラブルの対応に追われ、学校の日常業

務に支障をきたしている。どう対応するべきかわからない。一緒に課

題整理をしたところ、適切な対応が図られ、問題が収束していった。



調整活動とは、相談者である子どもや親の意向のもとに、関係機関・関係者に任意の協力を得て、相談活動の一*5

環として行うものである。オンブズパーソンに与えられた立場は、子どもを擁護し、必要に応じて代弁するものであり、

つまりは子どもの最善の利益のためにはさまざまな機関や個人が利害を超えて協力し、つながろうとするような「公的

良心」（条例第7条第1項）を喚起するためのものである。したがって、オンブズパーソンの相談・調整活動においては、

カウンセリング的対応をする従来の公的相談事業とは異なり、調整の機能をより重視し、子どもの最善の利益のために

さまざまな機関や個人をコーディネートし、横断的に結びつけていくことが可能になる。オンブズパーソンが関係機関

から一定の独立をしており、子どもの立場に立つ第三者機関という位置づけから、機能するものであるといえる。
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人と人とをつなぐ「調整活動」

調整活動調整活動調整活動調整活動とはとはとはとは
延べ 件にわたる相談の中には、相談者個人の課題に即して行われた調整（コーディ602

） 。 、 、ネート 活動も含まれています 調整活動とは 子どもの最善の利益を図ることを原則に

子どもに関係する相談者以外の人々（学校の先生や親など）にオンブズパーソンが直接出

会って、子どもの代弁（アドボカシー）に努め、相談者や当該の子どもが関係するおとな

と建設的な対話に入れるよう必要な環境づくりなどにあたることです。それらをとおして

、 。相互関係のつくり直しを支援したり 個々の案件に即して関係機関と連携をしてきました

オンブズパーソンが、子どもを取り巻く人々や環境に働きかけ、子どもを支援するために

人と人とをつなぐことに主眼をおいて実際の調整活動を行っています 。*5

調整活動調整活動調整活動調整活動のののの分類分類分類分類
本年次は、 案件の相談活動のうち 案件ついて調整活動が行われました。調整活動159 7

の内容としては、学校生活に関するものが 件、家族関係に関するものが 件、また、学3 3

校生活および家族関係の両面で調整した案件も 件ありました。それぞれ個々の案件に即1

して、オンブズパーソンが学校や福祉事務所等と連携し、当該子どもの理解と今後の支援

の方向性について話し合いました。こうした対話を積み重ねることによって、子どもの置

かれた困難な状況についての共通理解を図り、関係機関における必要な措置が講じられて

いくよう促すことができます。なお 「虐待の疑い」として市民等から寄せられる相談を必、

要に応じて市の福祉事務所に通告していますが、この通告も「調整」に含んでいます。

再再再再びつながりびつながりびつながりびつながり合合合合えるえるえるえる関係関係関係関係へへへへ
子どもに関する問題が起きた場合は、その子どもとまわりのおとなや、まわりのおとな

同士で、意思疎通が難しくなり関係不全に陥っている状況があります。子どもにかかわる

まわりのおとなが、対立的な関係ではなくお互いに信頼し合い、つながり合える関係を再

構築していくことが、子どもを支援するために重要な取り組みです。調整活動の後半にお

いては、オンブズパーソン立ち会いのもと、当事者同士（子どもと教師等）の直接の対話



- 21 -

の機会が設けられ、双方がお互いの考えや思いを聴くことにより、相互理解が生まれ、問

題の打開が図られていくケースがありました。子どもの人権侵害は、子どもの身近な人間

関係において起きており、よりよい関係が新たにつくり直されていくことが 「子どもの安、

心」を回復することにつながっていくと考えます。

親子親子親子親子のののの出会出会出会出会いいいい直直直直しをしをしをしをサポートサポートサポートサポート
、 「 」本年次の調整活動の特徴は 第三者の市民から 家庭で虐待を受けているのではないか

という情報を受け、オンブズパーソンが学校や福祉事務所などと連携したことです。関係

機関が単独では動きにくいような場合に、オンブズパーソンが当事者である子どもや親に

、 。 「 」アプローチを試み 個別具体的な支援が展開されました ケースの入り口において 虐待

として認識されていたものが、実際に調整活動を始めて見えてきたのは、地域で相談相手

もなく子育てに孤軍奮闘している母親の姿でした。子どものためと思い一生懸命になりす

ぎて、かえって子どもを追い詰めてしまっていたのです。オンブズパーソンは、子どもや

親とつながって、それぞれゆっくり話を聴いていきました。

あるケースでは、オンブズパーソンが立ち会う中で、親と子がお互いの気持ちを率直に

伝え合い、受けとめ合う場面がありました。このような親子の出会い直しによって、相互

理解が深まり、親子関係の修復が図られていきました。もし、親子ともに「困っているこ

と」を気軽に相談できる人や、親子の間に入ってくれる人が身近に存在していたら、密室

化した家庭に風が通り、親子の関係が緩和されていくでしょう。しかしながら、少子化・

核家族化がすすむ現代の子育てにおいて、地域とのつながりは希薄になりがちであり、助

け合う関係性が失われています 「孤立・競争・不安」の中での子育ては、親子の関係をま。

すますしんどくさせ、緊張を高めていきます。

オンブズパーソンは、子どもの擁護者・代弁者として、子どもに寄り添い、そしてその

立場から調整を図り、解決への道筋を当事者とともに探ってきました。こうした経験から

も、地域社会の中に「つながり・支え合い・安心」できる子育て・子育ち環境をさらに整

備していくことが求められていると考えます。

オンブズパーソンが市の関係機関と連携しながら 「虐待通報」を契機に子どもや親を具、

体的に支援することできたのは、活動開始から 年経った本制度が一定程度の定着をし、9

市民や行政機関との信頼関係を広げてきた成果ではないかと感じているところです。今後

も、川西市独自の子育ち・子育てにかかわるセーフティネットの一環としての役割を果た

していきたいと思います。
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出 会 っ た 子 ど も た ち

オンブズパーソンのサポートを受けながらも、子ども自ら元気を回復（エンパワメント）し

ていく様子を、いくつかの相談事例をもとにそれぞれの相談員が描きました。登場する子ども

たちはすべて仮名です。

子どもとあそぶ、はなす

「すぎちゃーん！ 。オンブズくらぶの扉の」

開く音とともに、ヒロトくんの大きな声が聞こ

えた。ハァハァと息が弾んでいる。頬は真っ赤

だ。学校を終え、ランドセルを家に投げ込み、

オンブズくらぶまで走って来た。

「 、 」今日は トランプで遊ぼうって決めてきた

と、靴を脱ぐなりさっそくトランプの準備をは

じめる。ヒロトくんはとても器用にカードを繰

る 「さあ、やろう！ 。勝負の始まりが告げら。 」

れた。序盤は二人とも落ち着いているが、時間

が経つにつれ徐々にヒートアップしてきた。当

然、声も動作も大きくなる。勝ったほうは 「よ、

っしゃぁ！」と両手をあげて喜び、負けたほう

は「うわー。やられた～！」とその場に倒れこ

。 、む 一喜一憂しながらの勝負を 回も続けると5

人とも疲れ果てた。2

そのあと、ヒロトくんは「すぎちゃん、休憩

」 、 。しよ と言って ゴロンとソファに寝転がった

天井を見つめて「はぁ…」と深いため息をつい

た 「今日は、一日中こうしてようかな…」と。

のつぶやきが聞こえてきた 「なんかしんどい。

ことでもあった？」と声をかけてみたが 「学、

校でむっちゃ腹立つことあってな… 。その一」

言だけだった。

ヒロトくんは、ほぼ週に 回のペースでオン1

ブズくらぶに来ていた。これまでに、ヒロトく

んとの面談では、話をすることより遊ぶことの

ほうが多かった。 人でおもいっきり遊び、お2

互いによく笑う時間を過ごしてきた。そんな時

間を共有する中で、彼はときどき、学校や家で

あったこと、その中でも「いやだったこと」に

ついて、話をするようになった。彼が、いつも

よりおしゃべりした日のこと。

「あー、今日はいっぱいしゃべって、むっち

ゃスッキリした！ 。彼の言葉がとても印象に」

残った。

そしてこの日も 「すぎちゃん、また来週な。、

次は負けへんで！」と言い残し、飛び跳ねるよ

うに帰っていった。

相談員 杉下 淳哉
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関係がひろがっていく

私と彼女の出会いは今から 年前。2

母親になかば強引につれられて彼女はやって

きた。母親から「学校でひどいいじめを受けて

登校できなくなった」という事情は聞いていた

が、彼女の口から語られることはなかった。

それからときどき、オンブズくらぶに来るよ

うになったが 「何か困っていることがある？」、

「話したいことがある？」と聞いても「特にな

い」ということだった。

面談を重ねる中で、彼女との距離が少しずつ

。 、縮まっていった そう感じることができたのは

彼女が今まで誰にも話せなかった気持ちを徐々

に話してくれるようになったからだ。

「自分は今までずっといじめられてきた。ク

ラス替えをしても、いじめてくる相手が変わる

だけでターゲットはいつも自分。周りはみんな

見て見ぬふり。だから（自分は）いじめられて

もしょうがないんだ、と思うようになっていっ

た 。そう淡々と語っていた。さらに 「本当の」 、

自分を見せたら、嫌われるから『誰にも本当の

自分を見せない』と心に決めた。だから自分か

ら人に話しかけることはしない」とも話してい

た。そんな経験をしてきた彼女は人に対して警

戒心が強く、最初はオンブズくらぶで私と会う

ことだけで精一杯だった。けれど、少しずつ彼

女は変っていった。緊張しながらであったが、

他の相談員やオンブズパーソンとも出会うこと

ができた。

そしてある面談の日、オンブズくらぶにやっ

て来た彼女は、開口一番「自分の居場所を見つ

」 。けることができた！ と嬉しそうに話し始めた

自分と同じようにしんどい思いをしてきた友達

との出会い、そこで働く自分たちをサポートし

てくれるおとなとの出会いがあったという 「こ。

れからは、自分が安心できるところでは、本当

。 」。の自分を出していきたい 自分を知ってほしい

そう話してくれた。それからの彼女は生き生き

と輝いている。

オンブズパーソンでは、月に 回ほど開いて1

いる中高生向けの『子ども☆ほっとサロン （詳』

細は 頁参照）がある。これまで何度か誘っ39

てみたものの、いつも「…やめとく」と断られ

ていた。この日の面談以降にもう一度誘ってみ

ると 「行ってみようかな…」という返事。そ、

して彼女は、ついに『子ども☆ほっとサロン』

に参加した。こうして、彼女の出会いの場がま

たひとつ増えた。

“もう本当の自分を見せない”と心に決め、

無言で過ごした最初の面談から約 年。彼女は2

悩み苦しみながらも、困難な状況を自分なりに

乗り越えていった。そして今、彼女は人と出会

い、関係がひろがっていく中で自分の居場所を

見つけている。みるみる元気になっていく彼女

の力に驚かされるとともに、その姿に私も元気

をもらった。

相談員 太田 朋恵
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わたしのことをわかってくれる 第三のおとな“ ”

ある日、オンブズくらぶに、小学校 年生の2

女の子が、母親と一緒にやってきた。母親の足

にぺったりとくっついて、半分隠れて、恥ずか

しそうに、私たちの挨拶をじーっと見ていた。

私が＜こんにちは＞と言うと、彼女はちっちゃ

な声で「こんにちは」とかろうじて言う。＜相

談員のじゅんちゃんです。はじめまして＞と言

うと、彼女はうなずいた。

母親とお迎えの約束をし、私はほとんど彼女

の声を聞かないまま、部屋にふたりきりになっ

た。その後もなかなか緊張がほぐれず “私の、

質問に彼女がうなずく”というやりとりを繰り

返した。＜今日はお話をする？ 遊ぶ？ 両方す

る？＞と聞くと、両方のところでうなずいた。

＜何を先にする？＞と聞くと「あそぶ」とよう

やく声が聞けた。 で遊び始めると、彼女UNO

の表情が豊かになっていき、笑い声も出て、ふ

たりで楽しんだ。

何回か をしたあと、＜もう 回やる？UNO 1

お話する？＞と聞くと、彼女は「おはなし」と

言った。そして 「えっとね…」とひとつの出、

来事をぽつりぽつりと一生懸命話しだした 「学。

校でね、お友だちが、あたしは嘘なんかついて

ないのに、嘘つきだって言うの。やってないっ

て言ったけど、やったって言うの 。＜そっか」

あ、嘘をついていないのに嘘つきって言われた

んやね。そのときどんな気持ちだったの？＞

「いやだった 。＜そうだよね、言ってないの」

に、嘘つきだって言われたら、いやだよね＞

「うん。それからね、その子は、あたしのこと

、 、嘘つきだって 他のお友だちに言いふらしたり

先生にも言っちゃって、先生がね、そのお友だ

ちの言うことだけを聞いちゃったの。あたしは

嘘ついてないって言ったのに、聞いてくれなか

ったの･･･ 。じっくり聴いていると彼女は 「お」 、

友だちに、違うってわかってほしい。先生にわ

かってほしい、先生にちゃんとあたしの言うこ

とも聞いてほしい」との意見表明をした。彼女

なりに多くを感じ、考えているということがよ

く伝わってきた。

翌日 「お母さん、あのね、じゅんちゃんは、、

私のこと、わかってくれるんだよ。またお話を

しに行きたい」と娘が言ったのだと、母親が嬉

しそうに報告してくれた。娘がこんなに考えて

2いたことに とても驚いたとのこと その後も、 。

つめ、 つめ、 つめと、自分の中に抱えてい3 4

た、気持ちの整理のつかないことを、 日にひ1

とつずつ、次々と話してくれた。彼女と私は会

うと必ずはじめに でリラックスをし、そUNO

して、一緒に少しずつ解決策を考えていった。

彼女にとってこれまで母親は、自分の事を理

解して受けとめ、常に自分の味方という存在で

あった。母親自身もその自負があった。だから

家では元気だった。ただ、学校では納得のいか

ない出来事が起き、心の中の処理作業で混乱し

ていた。このケースで、母親からの相談だけで

は、母親が学校に対応を求めることで終わって

いたかもしれない。子ども自身もオンブズに来

たことで、彼女が主人公となり、周囲のおとな

が手助けをするかたちができた。彼女は、家族

以外の、いわば第三のおとなに話し、気持ちを

受けとめて聴いてくれる人がいると実感し勇気

づけられ、自信をつけた “わかってくれる人。

がいた”と子どもが感じ、それを母親に告げた

ことで、娘を守ろうとひとりで頑張っていた母

親が子どもの解決力を信じるようになり、子ど

もと母親とオンブズの足並みが揃い、問題解決

に結びついたのだと思う。

相談員 渡邊 純子


